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IE8 から Chrome へ 

WinXPパソコンで IE8を使用してきたが、ネットサイトが IE9対応に移行し、IE8は使用

しづらくなってきた。そこで IE9に切り替えようとしたら、XPでは使えないとのこと。XP

パソコンは問題なく使用できているのに、なぜ IE9を XPに対応させないのだろうか？ 

そこで IE8をあきらめ、Chromeを見ると、こちらはちゃんと XPにも対応している。IE8

ではアクセスできなくなったネットサイトも問題なく閲覧できる。しかも無駄がなく軽快。 

これはマイクロソフトとグーグルの戦略の差であろう。グーグルには、あらゆる情報を

かき集め、蓄積し、利用する凄さと恐ろしさがある。Chromeでも、どうやらブックマーク

などの個人情報をグーグル側に保存する設定になっているらしい(選択は可能かもし

れないが)。 

IE9をWinXPに対応させることなど簡単なはずなのに、マイクロソフトはそれをせずXP

使用者を切り捨てる。これじゃ、グーグルに負けるのもしかたあるまい。 
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人民解放軍解体，9月末完了 

The Himalayan Times(27 Sep)によれば，マオイスト人民解放軍の解体手続きがほぼ

完了し，９月末までには全国２８駐屯地のすべてが国軍または武装警察隊への引き

渡し，あるいは閉鎖とされることになった。 

人民解放軍は，停戦当初は 32,250人が登録され，各地の駐屯地に収容されたが，

UNMIN審査の結果，19,602人が有資格戦闘員として認定された(２００７年５月)。未成

年者，後年参加者などの無資格者は２０１０年初までに駐屯地から退去。 

駐屯地収容戦闘員の実数は，収容長期化とともに減少し，２０１２年初には 17,076人

となっていた。 

この 17,076人のうち，国軍統合委員会の審査により有資格と判定されたのは，最終

的に，3,123人となった。残りの 13,922人は給付一時金付き任意除隊，６人が社会復

帰プログラム選択。(総計が合わないが，詳細不明。) 

これで名実ともに，ネパール共産党毛沢東主義派(旧 CPN-M)の人民戦争は終了す

る。今後，注視すべきは，プラチャンダ=バブラム派マオイストから，その本来の党名

CPN-Mを継承したバイダ派マオイストが，人民戦争路線をも継承するかどうか，とい

うこと。 

戦闘経験豊富な人民解放軍兵士多数が帰郷し，生活苦に陥り，バイダ派マオイスト

に合流し，新人民戦争を開始することは十分に考えられる。 
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文化と「表現の自由」：インド映画禁止運動 

１．CPN-Mのインド映画禁止運動 

マオイスト左派の CPN-M［バイダ派マオイスト］が，9月 26日，「下劣なインド映画」と

インド車両の全面禁止を宣言した。すでに CPN-Mは，影響下の自称「タムサリン州」

の 10 郡（チトワン，マクワンプル，ダディン，シンドパルチョーク，カブレなど）において，

インド車両の通行を実力阻止し，インド映画･インド音楽の上映や放送を禁止している。

26日の発表は，このインド映画･インド車両排除運動の全国への拡大宣言である。 

この決定のうち，インド車両の禁止は，分からないわけではない。インド登録車両がど

の程度ネパール国内に入り使用されているか正確には分からないが，相当数使用さ

れていると思われ，もしそうなら独立国家ネパールの政治と経済にとって，これはゆ

ゆしき問題であり，何らかの規制は当然といえよう。 

２．CPN-Mはアナクロ全体主義か？ 

これに対し，インド映画禁止は，「知る権利」や「表現の自由」の真っ向からの制限で

あり，賛否が分かれる。CPN-Mのパンパ・ブサル報道担当は，こう述べている。 

「インド映画はネパール国家とネパール人民を侮蔑し，卑猥を助長し，文化汚染を広

めるものだ。それゆえ，わが党は，インド映画を禁止することにした。」(nepalnews.com, 

26 Sep) 

これに対し，統一共産党（CPN-UML)は，「幼児的敵対行為」と批判し，コングレス党

（NC)やマデシ諸党派も同様の理由により強く反発している。 

たしかに，「表現の自由」や「知る権利」の世界的常識からみると，CPN-Mのインド映

画禁止運動は非常識であり，時代錯誤の極左全体主義といわざるをえない。CPN-M

は，各方面からの激しい非難を受け，すべてのインド映画が反ネパール的というわけ

ではないので，「反ネパール的映画か否かを判定する独立機関を設置する」

(Republica, 27 Sep)ことにより，有害でないインド映画は上映を許可するようにしたい

と説明しているが，これとて権力による「検閲」であり，見方によれば，全面禁止よりも

危険といわざるをえない。 

こうしたことは今日では自明のことであり，人権論の初歩である。CPN-Mは，そんなこ

とも知らないアナクロ全体主義政党なのだろうか？ 
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 ネパールの映画館 

３．権利の形式的保障の弱点 

西洋諸国や日本の人々の多くは誤解しているが，ネパール･マオイストは人権論や民

主主義論の最新の動向をよく知っており，したがって「表現の自由」や「知る権利」に

ついても十分な知識を持っている。CPN-Mは，そんなことはわかった上でインド映画

全面禁止を決定，実力をもってそれを全国実施させようとしているのである。なぜ

か？ 

それは，CPN-Mが，自由や権利の形式的保障は強者ないし多数派の側に有利であ

り，実際には弱者や少数派にとっては何の権利保障にもならないことをよく知ってい

るからである。 

CPN-Mの支持基盤はジャナジャーティ（少数派民族諸集団）である。これらの民族諸

集団は，それぞれ独自の言語や文化をもっているが，それらは 1990年革命が成功し

自由民主主義体制になっても，多数派言語･文化との自由競争にさらされるばかりで，

実際には保護されることなく衰退一方であった。 

そして，自分たちの言語や文化の衰退は，その社会での民族としての存在の希薄化

と表裏一体であるから，少数派諸民族は 1990年憲法体制のもとで実際には民族とし

ての自律性をも喪失していくことになった。言語や文化の自由競争，すなわち「表現に

は表現をもって」とか「言論には言論をもって」といった自由や権利の形式的保障こそ

が，少数派民族の危機をもたらしているのである。 

４．民族の権利の実質的保障 

だからこそ，CPN-Mは，民族の言語や文化，自由や権利は，実質的に保障されなけ

ればならないと考えるのである。 

たとえば，1990年憲法（第 18条）でも 2007年暫定憲法（第 17条）でも，母語による初

等教育が保障されているが，自由な選択と競争に任せておけば，少数派言語を学ん

でも社会ではほとんど役に立たないから，親たちは，結局は，多数派言語のネパール

語か，あるいは可能ならば「世界共通語」の英語を選択することになり，少数民族の
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言語や文化は衰退してしまう。形式的保障では，少数民族の自由や権利は守られな

いのだ。 

CPN-Mが，ネパール文化を守るためインド映画を禁止する決定をしたことには，した

がって十分な根拠がある。自由競争にゆだねると，大国インドの映画や TV番組が弱

小国ネパールを席巻してしまい，ネパール語文化や諸民族語文化の衰退は免れない

からだ。 

CPN-Mは，断じてアナクロではない。むしろ，日本などより先行しているくらいだ。もし

少数派諸集団の言語や文化，自由や権利を本気で守ろうとするなら，多数派有利の

「表現の自由」や「知る権利」は制限されなければならない。 

５．近代市民社会の常識と現代多文化社会 

しかし，こう言ったからといって，「表現の自由」や「知る権利」が，民主主義や人格形

成にとって必要不可欠の権利であることまで否定するわけではない。権力や多数派

の側の情報のウソや偏向を暴き，人権を守り民主主義を前進させるためにも，また

個々人の人格形成や文化発展を図るためにも，「表現の自由」や「知る権利」は最大

限保障されなければならない。言論･映像･音楽など，あらゆる「表現」については，表

現をもって応答し，権力や暴力で黙らせるといったことは許されるべきではない。近代

市民社会では，これは常識であって，こんなことを言うのは蛇足にすぎない。 

しかしながら，世界社会における少数派，多文化国家における少数派の実情を見る

と，「言論には言論をもって」とか「表現には表現をもって」といった市民社会の常識が，

深刻な反省を迫られているという感じがしてならない。ネパールでは，多くの少数派言

語，少数派文化が，言語・言論・表現の形式的保障による自由競争のもとで衰退し，

消滅しつつある。 

これは余所事，他人事ではない。たとえば，日本語。以前，水村美苗『日本語のため

に』の紹介（下記参照）でも述べたが，このままでは日本語は「世界共通語」としての

英語との自由競争に敗れ，衰退は免れない。親は日本語よりも世界に通用する英語

を学ばせようとし，企業はグローバル競争に勝ち抜くため，英語を企業公用語にして

しまう。こうなると，日本社会において，一流言語＝英語，二流言語＝標準日本語，

三流言語＝他の諸言語，といった言語カースト制が成立する。これは魂＝精神のカ

ースト制であり，日本社会には深い亀裂が入り，修復は困難となるであろう。 

言語･文化の自由市場競争による淘汰は，日本ではまだ緩慢にしか進行せず，激し

い自覚症状は現れていないが，日本の 100年の変化を数年で経験しているネパール



では，言語も文化も形式的権利保障だけで自由市場競争に投げ出されたため，相対

的少数派の言語･文化から次々と衰退し消滅していっている。そして，こうした言語や

文化の衰退は，その言語や文化をもつ民族の実質的な社会的地位の没落でもある

のだ。 

６．ポストモダンのマオイスト 

この少数派諸民族にとって酷な現実を見て，実力をもって多数派の言語や文化と対

抗しようとしたのがプラチャンダの旧マオイストであり，旧マオイストの体制内化後は，

現在の CPN-Mである。 

CPN-Mのインド映画禁止運動は，乱暴ではあるが，多数派が見ようとはしない「表現

の自由」や「知る権利」の多文化社会における問題点を鋭く突くものであることは間違

いない。時代錯誤のアナクロ極左全体主義と冷笑して済ますことはできようはずがな

い。マオイストこそ，ポストモダンの前衛なのだ。 
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宗教と「表現の自由」：ヒンドゥー教冒涜事件 

１．信仰と「表現の自由」 

世界ヒンドゥー協会（WHF)のネパール急進派・ヘムバハドール・カルキ(Hem Bahadur 

Karki)派が，９月１１日カトマンズ市内の画廊に押しかけ，ヒンドゥーの神々を冒涜した

として，画家マニシュ・ハリジャン(Manish Harijan)を殺すと脅迫した。 

「表現の自由」は世界的に確立された権利であり，ネパール暫定憲法第 15条でも明

確に保障されている。カルキ派によるハリジャン脅迫は，「表現の自由」への暴力によ

る攻撃であり，それ自体，許されるべきものではないが，一方，「表現の自由」も無制

限ではなく，他の自由や権利を侵害しないための規制ないし権利間の調整が避けて

は通れないこともまた事実である。 

これは，今回のような宗教との関係においては，特に難しい，やっかいな問題となる。

人が熱心に，誠実に信仰すればするほど，信仰対象は神聖なものとなり，みだりに論

評してはならないもの，タブーとなる。一方，表現は，様々な形で隠れているもの，隠

されているものを顕わにすることをもって，その本質とする。したがって，宗教につい

ても，信仰により信仰対象が神聖化されればされるほど，表現はそこに関心を持ち，

秘密の暴露ないし顕在化への意欲をそそられることになる。 

これは，本質的な対立である。不可知なもの，あるいは知るべきではないものへの心

情的な「不合理な」信仰と，タブーをタブーであるからこそ暴こうとせざるをえない世俗

的な「合理的な」表現の自由とは，結局は，両立しないと考えざるをえない。 

２．イスラム教と「表現の自由」 

現在，信仰と「表現の自由」が最も激しく対立しているのが，イスラム教に関してであ

る。『悪魔の詩』（1988）事件では，著者ラシュディはホメイニ師により死刑宣告を下さ

れ，いまでも 330万ドルの報奨金がかけられている。日本語版訳者の五十嵐筑波大

学助教授は 1991年，大学内で何者かに殺害されてしまった。 

2005年には，デンマーク紙掲載のムハンマド風刺画がイスラム教冒涜とされ，デンマ

ーク大使館などが襲撃された。 

そして，この 9月には，アメリカで制作されたムハンマド風刺映像がネットに掲載され，

世界中で大問題になっている。中東，東南アジアを中心に世界各地で反米デモが拡
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大，リビアのベンガジでは米領事館が襲撃され，米大使が殺害された。戦争にすらな

りかねない深刻な事態である。 

そのさなか，フランスでもムハンマド風刺画が雑誌に掲載され，激しい反フランス･デ

モが世界各地で勃発，フランス政府は，在外公館や仏人学校の閉鎖に追い込まれて

いる。 

信仰と理性，聖なるものへの服従とタブーなき批判の自由――これら二者は，いずれ

も人間存在にとって不可欠のものであり，いずれがより根源的，より重要ともいえない。

比重の置き方は人それぞれ，生き方の問題というしかない。イスラム教と「表現の自

由」の対立は，その人間性の根源にある問題の現代における最もラジカルな顕在化

であり，解決は容易ではないと覚悟せざるをえない。 

３．ヒンドゥー教と「表現の自由」 

この問題がやっかいなのは，火をつけやすいこと。すぐ火がつき，飛び火し，類焼す

る。ヒンドゥー教も例外ではなく，ネパールでは先述のハリジャン脅迫事件が起こった。

きっかけは，彼の絵画展： 

■マニシュ・ハリジャン「コラテラルの出現」 シッダルタ絵画ギャラリー（カトマンズ）8

月 22日～9月 20日 



(Siddhartha art gallery HP) 

「コラテラル」とは難しい表現だが，何かに何かが加わり何かになる，何かが起こる，

という意味だろう。展示作品のうち 11作品が，ヒンドゥーの神々を西洋風に戯画化し

たもの。猿神ハヌマンが酒を持っている作品もある。 

(Kathmandu Contemporary Arts Centre HP) 
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(Kathmandu Contemporary Arts Centre HP) 

(The Radiant Star HP) 

これらの作品は，たしかに，あまり上品とはいえないが，それほど過激ではない。正

直，私には，これらの作品の良さがよく分からない。が，それは趣味の問題。ハリジャ

ン自身は，これらの作品は「グローバル化の諸相を通して，東洋と西洋の文化を融合

させること」を意図したものだと説明している。 

ところが，WHFカルキ派は，これらの絵画をヒンドゥー教冒涜だと激しく非難し，ギャラ

リーに押しかけ，ハリジャンを殺すと脅し，展示責任者のサンギータ・タパ学芸員に対

しても，絵画を焼却しあらゆるメディアを通して謝罪をせよと脅した。 

騒ぎが大きくなったので，カトマンズ警察が派遣され，郡長官の命令によりギャラリー

を閉鎖させ，ハリジャンとタパを呼びだし，事情聴取した。警察は，逮捕せよというカル

キ派の要求までは容れなかったが，ハリジャンとギャラリーの「表現の自由」を守ると

いう明確な態度もとらなかった。 
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その結果，ハリジャンとタパは，展示２作品（どれかは不明）を撤去し，今後はそのよ

うなヒンドゥー教冒涜絵画は展示しないという文書に署名してしまった。彼らは，ヒンド

ゥー右派とその意をくむ行政当局の圧力に屈服せざるをえなかったのである。 

４．形式的「表現の自由」擁護論の限界 

このハリジャン脅迫事件が起こると，ユネスコ・カトマンズ所長のアクセル・プラテ氏が

「表現の自由」を尊重せよ，との声明を出した。芸術作品が，たとえ宗教や倫理の価

値観に反することがあろうとも，それを理由に暴力をもって反撃することは絶対に許さ

れない。解決は，「自由な議論」によるべきだ，というのだ。 

ネパリタイムズ社説(#623, Sep21-27)も同じ立場をとる。表現の自由は，他の自由や

権利を侵害してはならないが，その限界は文化ごとに異なる。考慮すべきは，国家の

安全，社会の調和，名誉毀損，ポルノ規制などだが，いずれにせよ暴力による脅迫や

検閲は認められない。 

「マニシュ・ハリジャンに描く自由を認める一方，それにより感情を害されたと感じる人

びとには非暴力で抗議する自由を認めなければならない。民主主義では，感情を害

されたからといって，殺すと脅すことは許されない。国家は，暗殺脅迫者ではなく，芸

術家をこそ守るべきである。」（Nepali Times,#623) 

これよりもさらにハト派に徹しているのが，今日の朝日社説「宗教と暴動・扇動者を喜

ばせない」（９月２６日付）。社説は，「言論の自由があるといっても，特定の宗教に悪

意をこめ，はやして喜ぶ商業主義は，品のいいものではない」といいつつも，「他者に

よる批判を自らの尊厳への攻撃と受けとめ，宗教をたてに暴力に訴える。狭量な信徒

が陥りがちな短絡が，今回の暴徒たちにもうかがえる」と述べ，言論の自由･表現の

自由を寛容に認めている。 

こうした「表現の自由」を守れという主張は至極もっともであり，非の打ち所のない正

論である。特に，強者の側が弱者の「表現の自由」を力により制限しようとする場合に

は。しかし，問題は，こうした正論が現代においては多くの場合，形式論ないし高尚な

お説教あるいは精神論にとどまり，ムハンマド冒涜の場合と同様，ヒンドゥー教冒涜

の場合にも，それだけでは対立の解決にはあまり役立たないという点にある。 

そもそも「表現の自由」を定めた世界人権規約第１９条にも，ネパール暫定憲法第１５

条にも，多くの留保がつけられており，それらを利用すれば，「表現の自由」は必要な

場合にはいつでも制限できる。ムハンマド冒涜やヒンドゥー教冒涜に抗議している人

びとは，彼らの重要な自由や権利が侵害されているのに，国家や国際社会は，形式



論理のきれい事を言うだけで，そうした留保条項を使って彼らの権利や自由を本気で

守ろうとはしていないと考えて怒り，やむなく実力行使に出ている，といえなくもない。

自由や権利の形式的な保障は，つねに社会的強者の側に有利である。 

朝日社説は，この問題を脳天気に棚上げしている。社説は，表現者側に「品」や「心

得」を求めるだけで，「表現」による被害の具体的な救済については何も語っていな

い。 

しかし，「言論の暴力」というように，「表現」も暴力であり，また暴力には直接的暴力

だけでなく間接的な構造的暴力も含まれることは，いまや常識である。構造的暴力と

しての「表現」暴力の規制を自主的な「品」や「心得」に丸投げしておきながら，一方的

に，直接的暴力による自力救済を上から目線で声高に断罪してみても，説得力はな

い。 

５．天皇冒涜に堪えられるか 

日本人の多くは，朝日社説もそうだが，ムハンマド冒涜やヒンドゥー教冒涜に激昂し

激怒する人びとを狂信的とか原理主義とかいって冷笑するが，それは事件が今のと

ころ余所事，他人事だからにすぎない。 

しかし，近時の情勢からして，天皇が風刺の対象とされるのもそう遠いことではあるま

い。天皇･皇后や他の皇族が，不道徳に，エロチックに，あるいは下劣にカリカチュア

化され，メディアで弄ばれるようになったら，日本人はどうするか？ あくまでも冷静に

表現には表現で，言論には言論で，などと高尚なことをいっていられるだろうか？ 

たぶんダメだろう。日本人の多くが激昂し，天誅を下せなどと，わめき始めるに違いな

い。 

ムハンマド冒涜事件もヒンドゥー教冒涜事件も，決して他人事ではない。言論には言

論で，などといったわかりきった形式論理のオウム返しではなく，「表現の自由」が他

の自由や権利と対立した場合，具体的にどうするかを，自分の問題としてもっと真剣

に考え，取り組むべきであろう。 
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出生前診断で女児中絶 

ネパールでは，出生前診断で胎児が女児と判かった場合，親族の圧力により中絶さ

せられることが少なくない。その数，年 5万人に上るという(社説「女児胎児殺戮」

Nepali Times, Sep14-20, 2012)。 

１．悪魔の医術 

医学の「進歩」により，出生前診断は日々高度化している。いまでは NT法，MPS法，

マイクロアレイ法などの出生前診断により，ダウン症，自閉症，血友病など，200以上

の「異常」や疾病が判るという（朝日新聞 2012-09-20）。 

また，羊水検査ではなく，妊婦の血液を調べるだけで，胎児の遺伝子異常が９９％の

精度で判別できる簡便な検査方法も開発され，使用され始めている（朝日新聞

2012-09-04）。 

古来，「子は天からの授かりもの」とされ，出生は神の領域であった。キリスト教でも，

子は親のものではなく，神の子供である。子の生命は，親のものではなく，神のもの

であった。 

ところが，出生前診断は，この古来の生命観を根本から覆し，親や親族にとって好ま

しくない子は中絶し，その生命を奪うことができるようになった。生命は選別操作され，

商品化され始めた。 
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出生前診断は，悪魔の医術である。知らなければ，判らなければ，天からの授かりも

のとして，わが子を産む。ところが，出生前診断により，早い段階で胎児の「異常」が

判ってしまう。どうすべきか？ 親，とくに母親の苦悩は計り知れない。本来なら神の

領域の問題を，母親が引き受けなければならない事態になったのだ。生命選別の悪

魔の技術としての医術！ 

２．男児選別出産 

このように出生前診断は，日本でも深刻な問題となっているが，それよりもはるかに

ナマナマしく露骨なのが，ネパール。古来，男尊女卑で，食事，教育，医療など，あら

ゆる点で男児優先，女児後回しが慣行となっている。無事生長できても，娘への相続

は忌避され，ダウリー殺人（結婚持参金回避殺害）ですら行われる。結婚は男児を得

るためであり，嫁には男児出産が期待されてきたのだ。そのようなネパールで出生前

診断が普及すれば，何が起こるか？ 

前掲ネパリタイムズ社説「女児胎児殺戮」によれば，ネパールでは，５年前，中絶が

合法化された。中絶非合法のときは，密かに中絶した嫁を悪意で訴えたり，無理な出

産で母親が死亡したりすることが少なくなかった。中絶合法化は，そのような女性にと

っては救いであったが，他方では，中絶が容易となり激増した。 

特に問題なのは，出生前診断で女児と判ると，夫や親族により中絶を強要されること。

拒否すれば，虐待され，ときには殺されたりする。社説によれば，たとえば次のような

事例があった―― 

▼女児出産の妻に，夫が石油をかけ火をつけた。 

▼２人の女児出産後，３人目を妊娠し５ヶ月となる妻が，教師の夫に殴られ流産。夫

は別の女性を妻とした。 

▼カトマンズの裕福な家庭出身でオーストラリア留学後結婚した妻は，２女児出産後

虐待され，その後妊娠のたびに出生前診断を受けさせられ，女児と判ると４回中絶さ

せられ，離婚。 

▼２女児出産後，３人目を妊娠した妻は，出生前診断後中絶させられたが，実際には、

その胎児は男児であった。病院は１０万ルピーを払い口止め。医師は中絶料稼ぎの

ため，男児なのに女児と嘘をつくこともある。 



３．性の脱神秘化の非人間性 

ネパールでは，このような神をも怖れぬ，恐ろしいことが日常茶飯事となりつつあると

いう。社説は，その原因を男尊女卑の父権主義と指摘している。 

たしかにその通りだが，出生前診断の根本的問題は，子供選別出産そのものにある。

前述のように，出生前診断技術の「進歩」により，早い段階で胎児の遺伝特性が判別

できるようになった。男児選別出産の次は，優秀児選別出産(（優生学）に向かうこと

は，火を見るよりも明らかだ。このバチ当たりな涜神行為をどう抑止するか？ 

繰り返しになるが，生死はもともと神の領域。そもそも性のタブーを破り，性を脱神秘

化したところから，性と生死の資本主義化が始まった。人間性にとって，不可視の不

合理の闇は不可欠ではないか？ 性行為を覗き胎児を覗くことは神を冒涜することで

あり，生命を商品化し操作する結果とならざるをえない。それは，人間にとって本当に

幸福なことであろうか？ 

【追加 2012/09/24】出生前、血液で父子判定 精度９９％、１年で１５０件 

   （朝日デジタル 2012年 9月 24日） 
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ゴビンダさんの冤罪と日本社会の責任 

谷川昌幸（ネパール学術研究開発センター顧問，長崎大学元教授） 
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「東電 OL 殺人事件」の再審が６月７日東京高裁で認められ，ゴビンダ・マイナリさん

は逮捕後 15 年を経てようやく釈放され，ネパールに帰国した。この高裁決定には検

察が異議を申し立てているが，決定理由をみると，再審開始，無罪判決となることは

ほぼ間違いない。冤罪である。 

この冤罪には，警察･検察・裁判所だけでなく，日本社会そのものも深く関与しており，

道義的責任は免れない。 

事件は 1997 年３月発生。東京電力女性エリート社員が渋谷区円山のアパートで殺さ

れ，現場近くに住み面識もあったゴビンダさんが逮捕された。強引な捜査･取り調べに

もかかわらず，ゴビンダさんは一貫して否認し，また犯行を裏付ける直接証拠は何一

つえられなかったが，検察は状況証拠だけで十分立証されるとして同年６月，強盗殺

人罪で起訴した。審理は東京地裁で行われ，2000 年４月，無罪判決が言い渡され

た。 

この裁判は，本来なら，ここで終わり，ゴビンダさんはオーバーステイで国外退去とな

り，ネパールに戻っているはずであった。ところが，検察は東京高裁に控訴する一方，

ゴビンダさんの再勾留を請求した。再勾留要請地裁提出→地裁棄却→再勾留要請

高裁提出①→高裁･木谷裁判長，要請棄却→再勾留要請高裁提出②→高裁･高木

裁判長，再勾留決定→弁護側最高裁特別抗告→最高裁３対２で特別抗告棄却。この

経緯からも，無罪判決後の再勾留がいかに強引であったかは明白である。それは，

刑事裁判の常識にすら反する違憲の国家行為であった。 

東京高裁での控訴審は，実質的審理もほとんどすることなく，半年後の 2000 年 12 

月結審，高木裁判長は逆転有罪の無期懲役刑を言い渡した。弁護側は直ちに最高

裁に上告したが， 2003 年 10 月最高裁は上告を棄却，ゴビンダさんの無期懲役刑

が確定した。最高裁は，「疑わしきは被告人の利益に」の刑事裁判大原則にも無罪判

決後再勾留の違憲性にも目をふさぎ，検察と東京高裁（高木裁判長）の無謀無法な

暴走をただ追認してしまったのである。 

どうしてこのような理不尽なことが起こってしまったのか？ 直接的には警察･検察と

裁判所に責任があることはいうまでもないが，彼らをしてそうさせたのは歪な日本社

会とその政治からの様々な圧力である。  

事件が発生すると，昼は東電女性エリート社員，夜は街娼という被害女性の二面性

にメディアは飛びつき，人権無視の暴露報道を際限なくエスカレートさせ，捜査の行

方への関心を異様なまでに高めていった。一方，この頃，世間では世紀末的閉塞状



況を背景に，外国人の不法就労や凶悪犯罪がヒステリックなまでに非難攻撃されて

いた。そこに，ゴビンダさんが容疑者として浮上し，警察は彼を真犯人と見込み，逮捕

した。世間の期待する犯人像にぴったりであり，たとえ自白や直接証拠がえられなく

ても，もはや警察･検察には，いや裁判所にすら，後戻りする勇気はなかった。 

世界最貧国ネパールからの出稼ぎ不法滞在者･不法就労者は，日本国民の鬱屈した

不満と，それを恐れつつ密かに操作しようとする日本政治の暗黙のスケープゴートに

されてしまったのである。 

ゴビンダ裁判は，大きくは，いわば日本社会の「政治裁判」の側面をもつ。日本国家

にはむろんのこと，日本国民にもこの冤罪への責任がある。誠実な国家賠償と，冤罪

への心からの謝罪・反省である。いまさら１５年の歳月は取り戻しようもないが，せめ

てもの救いとしては，ゴビンダさんの無実の訴えを信じ，十数年もの長きにわたって支

援してきた日本人が少なからずいたことだ。彼らの物心両面に渡る支援がなければ，

再審･釈放はあり得なかったであろう。              

（ネパールの視覚障害者を支える会「会報」第 33号，2012年 8月，5-6頁［2012年 7

月寄稿］） 
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東西丘陵横断道路も中国へ 

マオイスト政府の中国傾斜――中国のネパール浸出――に拍車がかかっている。訪

中したナラヤンカジ・シュレスタ副首相兼外相が，今度は，東西丘陵横断道路建設へ

の援助を要請し，中国側もこれに好意的な回答をしたのだ。430億ルピー也。 

ネパールと中国は，この外相会談において，貿易，インフラ建設，観光，投資，社会･

経済開発の５分野における協力強化に合意した。たとえば，中国援助中の西セティ水

力発電事業，ポカラ空港事業，経済特区建設事業などの推進。こうした中国側の好
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意に対し，シュレスタ副首相兼外相が，「一つの中国政策堅持」の確認をもって応えた

ことはいうまでもない(ekantipur, 2012-09-19)。 

いまのネパールには，正式憲法もなければ議会もない。正式の政府すらない。暫定

首相が暫定的政令（ordinance）と暫定予算でとりあえず統治しているに過ぎない。近

代的な意味での権力の正統性はまったくない。 

しかし，すごいのは，このような状態であってもネパール社会は平気であり，統治破綻

に陥ることがないということ。暫定政府の暫定大臣が大国中国と堂々と交渉し，破格

の援助を引き出している。立派な憲法と議会と政府がそろっている日本が，対中外交

でオタオタしているのと雲泥の差だ。 

ネパールには，もはや憲法も議会も必要ないのではないか？ またぞろ，制憲議会

選挙をやることになったそうだが，選挙民主主義原理主義国を除けば，諸外国も日本

も，今度はたいした選挙援助はしないだろう。 

こんな舶来の異物さえなければ，有力者間のあうんの呼吸(エリート統治)で，ネパー

ルは，うまくやっていけるのではないだろうか？ 

谷川昌幸(C) 

2012/09/20 09:59 

カテゴリー: マオイスト, 経済, 外交, 中国 

タグ: 選挙民主主義, 開発援助 

 

捨て石 PLA：国軍統合 1000 人余 

１．人民解放軍解体 

マオイスト人民解放軍（PLA)の解体が最終段階に入った。PLA３万余(国連認定約２

万人)のうち，国軍移籍希望(兵卒レベル)は，結局，1000人余となりそうだ。 

PLA3万余を国軍と統合し国軍統制権を奪取するというマオイストの所期の目標は，

水泡と帰した。というよりもむしろ，3万余の人民解放軍兵士は，幹部たちの権力と金
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のために，使い捨てにされたのだ。これは，ネパール「人民運動」の常態であって，マ

オイストが例外であるわけではない。歴史は繰り返す。21世紀にはマンガとして。 

２．鉄壁の国軍と烏合の PLA 

人民戦争終結直後は，人民解放軍兵士の多くが国軍移籍を希望していた。しかし，

国軍は，インドの強力支援を得て，これを断固拒否，PLA統合手続をズルズル引き延

ばし，PLA兵士を地獄に毛の生えた程度の劣悪駐屯地に軟禁し，生殺しにした。二十

歳前後の青年男女が，先の見通しもないまま，5年間も軟禁される。 

他方，駐屯地の外では，幹部たちが，議員先生になったり，官民協力事業や NGOの

親玉となり，贅沢三昧。PLA暴動が起きなかったのが不思議なくらいだ。PLA兵士の

多くは，ピューリタン革命の鉄騎兵とは異なり，自覚なき烏合の兵卒だったといわざる

をえない。 

３．国軍移籍一次試験合格 1647人 

PLAの国軍統合は，ズルズル引き延ばされたため，無条件統合から希望者のみとな

り，その希望者も 3123 人にまで激減していた。 

この3千人余についても，国軍の意をくむ統合特別委員会は，移籍資格試験を課した。

年齢は 24歳以上(1988 年 5月 24日以前生まれ）。さらに筆記試験・運動能力試験・

健康診断が課される。これは新兵採用に準ずるもので，下層階層出身で十分な学校

教育を受けていない PLA兵士の多くにとっては，酷な手続だ。しかも，国軍移籍は，

おそらく個人単位となり，国軍内では冷遇が予想される。 

マオイスト幹部たち自身は，教育を受け，それなりの財産もある。その彼らが，人民戦

争を開始し，PLA兵士たちに小中学校を包囲させ，「ブルジョア教育」の反動性をアジ

り，生徒たちに学校をやめさせ PLA参加を強制した。強制連行による洗脳も日常茶

飯事だった。PLA兵士の無教育のかなりの部分が，少年兵や学徒兵を動員したマオ

イスト幹部の責任だ。それなのに，国軍移籍に学歴を必須とする。幹部たちの裏切り，

ここに極まれりだ。 

その結果，9月 14日現在，国軍移籍第一次試験合格者は，1647人となった。兵卒レ

ベル 1561人，スベダール（Subedar，下士官レベル？）86人（Republica, 2012-09-14）。

最終的には，結局，1000人くらいになるだろう。［注: ９月２７日付ヒマラヤンタイムズ

によれば，最終的には，国軍統合有資格者総数は 3,123人。流動的で，まだ確定しに

くい］ 



国軍移籍に比べ，任意除隊の方がまだまし。除隊一時金約 50～80万ルピーと帰郷

費などが支給され，金銭的には国軍移籍後除隊より有利とされている。 

４．使い捨て人民 

マオイスト幹部は，人民解放軍兵卒や他の多くの参加集団の平構成員を踏み台にし

て地位と名声とカネを獲得し，用済みとなると捨て去った。しかし，これは多かれ少な

かれ，どの運動や組織についてもいえることだ。 

日本企業を見ると，ごく少数の経営者やエリート幹部が，パート・非正規社員や平社

員を低賃金でこき使い，ぼろ儲けしている。自由競争，自己責任のイデオロギーによ

り，日本人民の大半は使い捨てにされているのだ。 

マオイスト・イデオロギーによる使い捨てと，資本主義イデオロギーによる使い捨てと，

どちらがより酷いか? どちらがより巧妙か? 今一度よ～く考えてみるべきだろう。 

谷川昌幸(C) 

2012/09/19 11:01 
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ロイ『民主主義の後に生き残るものは』(3) 

３．資本主義――ある幽霊の話 

(1)墓穴を掘る資本主義 

本書第 3章は，マルクスの言葉で始め，マルクスの言葉で締め括っている。 

▼“資本主義は，とマルクスは言っていた，「まさに巨大な生産と交換の手段をひねり

だす，それはまるで自分の呪文で呼び出した闇世界の力をもはや統制できなくなった

魔術師のようなものである」。”(46頁) 

▼“マルクスは言っていた，「ブルジョアが生み出すのは何よりもまず自らの墓掘人で

ある。その没落とプロレタリアの勝利は避けられない」。”(87頁) 
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資本主義はすべてを商品化する。自然も人間も文化も商品化し消費し尽くし，ついに

は自ら墓穴を掘る。ロイは，その資本主義の末期症状を，卓抜な比喩と事例を縦横

に駆使し，容赦なく剔出していく。 

(2)富の独占とメディア支配 

人口１２億人のインドでは，現在，上位 100人が GDPの 1/4を独占している。中産階

級は３億人というから，９億人が下層・貧困層ということになる。 

このごく少数の富裕層が支配するのがRIL，タタ，ジンダル，ヴェダーンタ，ミッタル，イ

ンフォシス，エッサールといった巨大企業であり，これらは商工業から報道，教育，福

祉，医療まで，ありとあらゆる事業を傘下に収め活動している。 

“たとえば夕夕だが、この企業は８０カ国で１００以上の会社を経営している。彼らはイ

ンドでもっとも古くもっとも大きなエネルギー会社として、鉱山、ガス田、鉄鋼業、電話

とケーブルテレビとブロードバンドのネットワークを所有し、それにいくつかの場所で

は町全体を支配している。車やトラックの生産、タージ・ホテルチェーンとジャガー、ラ

ンドローバー、大宇、それにテトリー紅茶会社を所有、さらには出版社と本屋網とヨウ

素塩の有名ブランド、化粧品の大会社ラクメの持ち主でもある。その広告標語が

「我々なしであなたは生きていけない」となってもおかしくない。”(47頁) 

これら巨大企業は，山や川や森あるいは土地といった，本来なら共有物かそこに住

む人々のものを安価で払い下げさせ私有化により，住民を追い出し，巨利を得ている。

そして，それに抵抗する者は，たとえば「マオイスト」とされ，「インドにおける最大の安

全保障への脅威」として，あらゆる手段をもって徹底的に弾圧される。 

“つい先ごろソニ・ソリという、バスタールで学校教員をしているアディヴァシの女性が

警察につかまって拷問を受けた。石ころを膣に入れられ、毛沢東主義者たちの伝令

であることを「自白」させられたという。世論が沸騰したので、彼女はコルカタの病院に

送られて手当てを受け、そこでいくつも石ころが体の中から出てきたのだ。最近あった

最高裁の聴聞会で、活動家たちがこの石ころをビニール袋に入れて提示した。その

努力の結果がどうなったかというと、ソニ・ソリは投獄されたまま、他方で彼女の尋問

を指揮したアンキット・ガルグという警察署長は、独立記念日に大統領から勇敢な警

察官に与えられるメダルを授与されたのである。”（52-53頁) 

どうしてこのような理不尽なことが許されるのか？ その理由の一つが，大企業によ

るメディアの買収，あるいはメディア自身による多角企業経営である。メディアは，独

立を放棄し，大企業の宣伝機関，世論操作機関となってしまった。 



(3)企業の文化・社会事業 

大企業は，ありとあらゆる文化・社会事業を行い，世論を操作している。ヴェダーンタ

の映画コンテスト，エッサールの「考えるフェスト」，タタ・スティールの文学フェスタな

ど。 

“だが私たちのなかで最初の石を投げる罪人はだれなのか？ 私ではない、なぜなら

私も出版社からもらう印税で暮らしているからだ。私たちみながタタ・スカイを見て、タ

タ・フォトンでネットサーフィンをし、タタ・タクシーに乗って、タタ・ホテルに泊まり、タタ

のカップで夕夕紅茶を飲み、タタ・スチールでできたスプーンでかきまわす。タタ書店

でタタ・ブックスの本を買う。「夕夕の塩を食べている」。我々は包囲されているのであ

る。”(59頁) 

(4)資本主義の手先としての財団 

資本主義は，世論操作の巧妙な方法として，財団を使う。カーネギー財団，ロックフェ

ラー財団，フォード財団など。たとえば国連，CIA，CFR(外交問題評議会)，ニューヨー

ク近代美術館などは，ロックフェラー財団の援助を受けたか，現に受けている。 

“膨大な資金とほぼ無制限の権限を持ちながら、税金を支払う必要のない法人が、会

計説明責任もなくまったく不透明なままでいられる――経済的な富を政治的、社会的、

文化的な資本に拡張し、お金を権力に変えるのにこれ以上うまい方法があるだろう

か？ 高利貸が自らの利益のごく一部を使って世界を支配するのに、これほど優れた

方法があるか？”(63頁) 

耳が痛い話しだ。日本でも，これは「企業」設立とはいえないが，例の「日本財団」が

様々な文化・社会活動を活発に繰り広げている。特に最近では，平和研究・平和構築

関係への浸透がめざましい。 

私もかつてアスペン協会の行事に参加したことがある。いかにもお金がありそうな雰

囲気で，貧乏人の私には居心地が悪く，1，2回出席しただけで，以後まったく参加し

ていない。 

(5)グラミン銀行批判 

財団は，NGOにも注目し，貧困からさえも収奪し始めた。米国では，クレジット・ユニオ

ンを支援し，労働者に過剰貸し付け，彼らを底なしの借金地獄に落とした。 

そしてグラミン銀行。私も，この事業については，本当に大丈夫かと，いぶかしく感じ

ていた。そもそも貧しくて借金もできない下層階層の人々に，連帯保証――相互監視

――を条件に金を貸し付け，事業を始めさせる。周りは資本主義社会である。なかに



はうまくいく人もいるであろうが，常識から考えて，大半は素人であり失敗するにちが

いない。貧乏人が借金を背負い，返済できなくなったら，どうするのか? 

“それから何年もたってから、この考え［クレジット・ユニオン］はバングラデシュの貧し

い田舎へと流れつき、ムハマド・ユヌスとグラミン銀行が少額のクレジットを飢えた貧し

い農民たちに与えることで壊滅的な結果をもたらす。インド亜大陸の貧しい人びとは、

それまでも常に地元の村の高利貸バニヤの無慈悲な支配下で借金を負わされてき

た。しかし少額貸付はそれさえも企業化してしまったのだ。インドにおける少額貸付会

社は何百という自殺――アンドラ・プラデシュ州では 2010年だけで 200人が自殺した

――の原因となっている。近ごろ日刊全国紙に掲載された 18歳の女性の遺書には、

自分の学費であった最後の 150ルピーを少額貸付会社の執拗な従業員に手渡すこと

を強要されたとある。そこにはこう書かれている、「一生懸命働いてお金を稼ぐこと。

借金をしてはいけない」。貧しさを使って儲けることもできれば、ノーベル賞をもらうこ

ともできるのだ。”(68頁） 

これは厳しい。ユヌスのグラミン銀行や他の善意の小規模金融事業に対し，これほど

容赦ない批判がこれまであっただろうか？ ロイの面目躍如といったところである。 

(6)買収される NGO 

このように，資本主義が私有化，市場化を進め，政府支出を削減させればさせるほど，

救貧や教育，福祉，医療など，本来なら政府の担うべき公的活動が NGOや NPOに

委ねられることになる。 

“すべてを私有化すること，それはすべてを NGOに任せることと同義である。仕事も

食べ物もなくなれば，NGOが雇用の重要な提供主とならざるをえない。たとえその内

実がわかってはいても。”(74頁) 

“膨大な資金で守られながらこれらのＮＧＯは世界を闊歩し、革命家の卵をサラリーマ

ン活動家に変え、芸術家や知識人や映像作家に金を与えることで彼ら彼女らを激し

い闘争の場面からやさしく遠ざけ、多文化主義やジェンダーやコミュニティの発展とい

った、アイデンティティ・ポリティクスと人権に包まれた言説のなかへと導き入れていく

のだ。”(75頁) 

“1980年代末、つまりインド市場が世界に開かれた時点までに、インドのリベラルなフ

ェミニスト運動は過度にＮＧＯ化されてしまった。････さまざまな財団が資金の提供を

通じて、どんな「政治的」活動が適当かの範囲を決めることに成功してきた。いまやＮ



ＧＯの会計報告によって、何が女性の「課題」であり何がそうでないかが決められてい

るのである。”(77頁) 

(7)キング牧師もネルソン・マンデラも 

資本主義は，キング牧師やネルソン・マンデラの偉業さえも巧妙に買収し取り込んで

しまう。 

ロイによれば，「マーティン・ルーサー・キング・ジュニアが行ったのは，資本主義と帝

国主義と人種主義とベトナム戦争を結びつけて一緒に批判するという，いわば禁じ手

だった」。そこで，フォード自動車，GM，モービル，P&G，USスチール，モンサントなど

が出資し，「非暴力による社会変革のためのマーティン・ルーサー・キング・ジュニア・

センター」を設立した。そのプログラムの中には，「アメリカ合州国国防総省，軍隊の

牧師理事会ほかと密に協力する」プログラムもあるという(80-81頁)。 

ネルソン・マンデラについても，ロックフェラー財団などが介入し，結局，ワシントン・コ

ンセンサスを受け入れさせた。(ワシントン・コンセンサス＝新古典派経済学の理論を

共通の基盤として、米政府や IMF、世界銀行などの国際機関が発展途上国へ勧告す

る政策の総称［知恵蔵］） 

“ANC［アフリカ民族会議］の目的からは社会主義が消え，称賛された南アフリカの偉

大なる「平和な政権交代」には，土地改革も補償要求も鉱山の国有化も含まれてはい

なかったのだ。その代わりに導入されたのが私有化と構造調整である。マンデラは南

アフリカで市民に与えられる最高の栄誉「喜望峰勲章」を古き友人にして支持者であ

ったスハルト将軍，つまりインドネシアで共産主義者を殺戮した者に与えた。今日南ア

フリカでは，かつての急進派や労働組合の幹部たちがベンツを乗り回して国を支配し

ている”(81-82頁) 

インドでは，やはりフォード財団などの介入により，ダリット運動は「ダリット資本主義」

に向かっている。 

“「ダリット株式会社、カースト制度打破ビジネスに準備完了」というのが、昨年１２月

の『インディアン・エクスプレス』紙の見出しだ。そこにはダリット・インド商工会議所の

指導者の次のような発言が引用されている。「ダリットの集会に首相に来てもらうのは

我々にとってむずかしいことではない。しかしながらダリットの企業家たちにとっての

大望は、タタやゴドレジと昼食やお茶を共にして一緒に写真に収まることだ。実際に

彼らが来たことの証拠となるからである」。････これではいまだに 100万人が頭に人糞



を乗せて運び、肉体を酷使して他人のおこぼれを頂戴しているダリットたちの現状を

救うことにはならないだろう。」(82-83頁) 

(8)グローバル資本主義の終焉 

しかし，それにもかかわらず，ロイは資本主義にはもはや未来はない，と断言する。

いくら弾圧されても資本主義への抵抗は執拗に続いている。マルクスが言うように，

資本主義は「自分の呪文で呼び出した闇世界の力をもはや統制できなくなった」ので

あり，自ら墓穴を掘っているのである。 

“そう，おそらく私たちが夜を取りもどす時が来ているのだ。”(89頁） 

この最後の結びの言葉は，意味深だ。資本主義への勝利は，「夜」の回復なのか？ 

ロイにとって，そして私たちにとって，その「夜」とはいったいどのようなものなのだろう

か？  

資本主義システムの外に暮らす人々は，所有せざる人々であり，いわば森に住む「自

然の人々」である。森では夜は夜である。資本主義の否定は，夜を昼のようにするこ

との否定であり，森に戻ることである。ロイの議論は，ルソーの「自然に帰れ」に一脈

通ずるところがあるように思われる。 

谷川昌幸(C) 

2012/09/18 20:10 

カテゴリー: インド, 経済 

タグ: グラミン銀行, マルクス, マンデラ, ルソー, ワシントン･コンセンサス, 財団, 資

本主義, NGO, Roy 

 

マオイストのテロリスト指定解除: 米国務省 

「ワシントンタイムズ」(9月 6日)によれば，米国務省は 9月 6日，ネパール・マオイスト

（UCPN-M)をテロ組織リストから削除した。武装闘争を放棄したというのが理由。 
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米国務省： マオイストは「米国民や米外交の安全を脅かすテロ活動をもはや行って

はいない」。マオイストの「米国における財産および経済活動はもはや規制されない。

また，米側は特に許可を得なくてもマオイストと事業をすることができる。」 

まずはめでたい。マオイストが，米国内にどれだけ蓄財しているか知らないが，少なく

とも米国の官民にとっては，これで堂々とマオイストと手を組み，ネパール国内で様々

な事業を展開することが可能になったわけだ。 

やはり，プラチャンダはすごい。印をにらみながら，米中を競わせるつもりなのだ。お

おボラと見えたプラチャンダの開発計画が，正夢となり，黄金が降り注ぐことになるか

もしれない。 

谷川昌幸(C) 

2012/09/07 11:38 

カテゴリー: マオイスト, 外交 

タグ: テロリスト, Prachanda, 国務省 

 

ロイ『民主主義のあとに生き残るものは』(2) 

２．「民主主義のあとに生き残るものは――2011 年 3月 13日に予定されていた東京

講演」 

(1) 

この予定講演において，ロイは，「民主主義と自由市場はいまや一つの搾取する有機

体に統合され」(10頁)てしまったと述べ，資本主義の走狗となった民主主義を徹底的

に批判している。 

ロイによれば，人間は，現在だけを生きる動物でもなければ，未来を見通す預言者

［神］でもない。「そのことが人間を，獣でも預言者でもないという，不可思議な中間の

生き物にしている。」(11 頁) 人間は，預言者たり得なくても，ある程度の「長期的な視

野」は必要としているのである。 

http://nepalreview.wordpress.com/category/%e3%83%9e%e3%82%aa%e3%82%a4%e3%82%b9%e3%83%88/
http://nepalreview.wordpress.com/category/%e5%a4%96%e4%ba%a4/
http://nepalreview.wordpress.com/tag/%e3%83%86%e3%83%ad%e3%83%aa%e3%82%b9%e3%83%88/
http://nepalreview.wordpress.com/tag/prachanda/
http://nepalreview.wordpress.com/tag/%e5%9b%bd%e5%8b%99%e7%9c%81/
http://nepalreview.wordpress.com/2012/09/04/%e3%83%ad%e3%82%a4%e3%80%8e%e6%b0%91%e4%b8%bb%e4%b8%bb%e7%be%a9%e3%81%ae%e3%81%82%e3%81%a8%e3%81%ab%e7%94%9f%e3%81%8d%e6%ae%8b%e3%82%8b%e3%82%82%e3%81%ae%e3%81%af%e3%80%8f2/


ところが，近代の民主主義は，「私たちの最大の愚かさ，つまり近視眼を反映している」

(10-11 頁)。「民主主義は，････私たちの希望や祈りにすぐに応えてくれる聖なる解答，

個人の自由を守り，私たちのきりのない夢を養ってくれるもの」であり，したがって今

日の民主主義政府には人間にとって不可欠の「長期的な視野」は期待できないので

ある(10頁)。 

かくて，近視眼の民主主義は，人びとの刹那的な物質的富への欲望のため地球を荒

らし，「文明」を発展させてきた。「現在，『文明』が自らの経済を動かそうとする方法は

資本主義であり，近代の強力で『文明化された』社会が自らの社会および政治を運営

する方法が民主主義である。この二つこそは，近代の人間社会が究極の願望として

きたものと言えるだろう。」(11頁) 

(2) 

これをインドについて見るならば，近代の民主主義は，たしかに「封建主義とカースト

制度の重荷で腐りつつある旧弊な社会」をかき混ぜ，古来の不平等のいくつかを破

壊した。しかし，その結果生みだされたのは，「濃縮クリームの薄い層」と「たくさんの

水」であった(26頁)。「クリーム層」は有産階級であり，彼らが形成するのが富裕な「イ

ンド市場」。「おおくの水」は，搾取され，見捨てられる周縁の人びと。 

これが、インドの民主化であった。インド政府は，IMF，世界銀行，アジア開発銀行な

どの支援を受け，民主主義のための改革，つまり「構造調整」を進めた。水資源，電

気，通信，医療，住宅，教育，交通といった基本インフラの市場開放，私有化が推進

され，その結果，おおくの人びとが土地や資源を奪われ，絶望的な貧困へと追いやら

れていった。 

たとえば，鉄 1 トンあたり，企業は政府に 60セントを払って採掘権を取得し，110 ドル

の利益を得る。この利益の一部により，企業は票，政府高官，判事，新聞，テレビ，

NGO、支援機関などを買収し，開発へのさらなる「民主主義的」支援を得るのである。 

(3) 

インドの民主主義にとって，進歩＝改革＝開発に抵抗する住民は，いまや民主主義

の敵である。とくに武力闘争を続けるマオイストは「国内治安への脅威」であり，政府

は治安部隊，警察，特殊部隊などを動員し，容赦ない掃討作戦を繰り広げている。ア

メリカは民主主義のためにイラク，アフガンなどで戦争し，インド政府は民主主義のた

めに自国住民と戦争をしている。 



かくして民主主義はいまや「空虚となり」，「意味を失ってしまった」。民主主義を支える

諸機関は，住民にとって「危険なものに変化してしまった」(10頁)。もしそうだとするな

ら，その「民主主義のあとに生き残るもの」はいったい何なのか？ 

(4) 

ロイによれば，「それは資本主義と帝国主義の覇権に協力した場所や人びとからでは

なく，それに抵抗したところから生まれてくる」(40-41頁)。 

インドには，「消費の夢によってまだ完全には植民地化されていない人たちがい

る。････インドには，1億人ものアディヴァシ［森の先住民］の人たちがいまだに生存し

ている」(41頁)。 

「資本主義がそのただなかに非資本主義社会を認めざるをえなくなる日、資本主義が

自らの支配には限度があると認める日、資本主義が自分の原料の供給には限りが

あると認識する日、その日こそ変化の起きる日だ。もし世界になんらかの希望がある

とすれば、それは気候変動を議論する会議の部屋でも高層ビルの建ち並ぶ都会にも

ない。希望が息づいているのは、地表の近く、自分たちを守るのが森や山や川である

ことを知っているからこそ、その森や山や川を守るために日ごとに戦いに出かける人

びとと連帯して組む腕のなかである。」(41-42頁） 

かつてジョン･ボールは，「アダムが耕しイブが紡ぐとき，いったい誰が領主であり紳士

だったのか？」と問いかけた。ロイの市場民主主義批判は，ジョン･ボールの夢に連な

るものである。 

谷川昌幸(C) 

2012/09/04 20:59 

カテゴリー: 社会, 経済, 民主主義 

タグ: アディヴァシ, 資本主義, John Ball, Roy, 共産主義 

 

ロイ『民主主義のあとに生き残るものは』(1) 

密かに追っかけをしているアルンダティ･ロイの訳本が出版された。 
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『民主主義のあとに生き残るものは』本橋哲也(訳)，岩波書店 

  １．帝国の心臓に新しい想像力を――ウォール街占拠運動支援演説 

  ２．民主主義のあとに生き残るものは――2011年 3月 13日に予定されていた東

京講演 

  ３．資本主義――ある幽霊の話 

  ４．自由――カシミールの人びとが欲する唯一のもの 

  ５．インタビュー 運動，世界，言語――2011年 3月 11日の翌日，東京にて 

 

１．ロイの批判とユーモア 

(１) 

ロイは，つねに，最も周縁化されている人びとの側に立ち，権力や多数派による理不

尽な抑圧や搾取を告発し，正義を回復するため勇敢に闘っている。舌鋒はカミソリの

ごとく鋭く，ひとたび告発されようものなら，だれしも怖れ恥じ入らずにはいられない。 

ロイの魅力は，なんといっても，その批判･告発が，明晰かつ華麗な文体によりテンポ

よく展開されていること。しかも，絶妙のユーモアと比喩がここかしこに織り込まれて

いる。天性のセンスといってよい。 

ロイが，あれだけ手厳しく体制や権力や多数派を非難攻撃しても，いまのところ幸い

にも――インドの宿痾たる――直接暴力による仕返しを受けていないのは，批判が

ユーモアに包まれ，陰湿とならないからであろう。ガンディーと同じく，ロイは本質的に

ネアカであり，ユーモアにあふれている。 
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(２) 

ロイは，その比類なきユーモアにより，神の特別の選びさえも受けているように思わ

れる。2011年 3月，ロイは国際文化会館から講演に招かれ，初めて日本を訪れた。

来日の翌日，3月 11日の午後，ロイが宿泊先の東京文化会館にいたとき，東日本大

地震が発生，ロイは本震と余震，そしてそれに伴う大混乱を身をもって体験した。予

定されていた講演はキャンセルされ，数日後(日時不明)，ロイは帰国した。 

本書の「２．民主主義のあとに生き残るものは――2011年 3月 13日に予定されてい

た東京講演」は，タイトルにあるように，東京講演の予定原稿。「５．インタビュー 運

動，世界，言語――2011年 3月 11日の翌日，東京にて」は，大地震の翌日，岩波書

店で行われたインタビューの記録である。 

このロイの初来日と東日本大震災・福島原発事故発生は，もちろん偶然の一致であ

ろう。しかしながら，ロイのような鋭敏な感性を持つ著述家の来日と未曾有の大震災

の発生を単なる偶然といって済ますことは，感情的，心情的にはどうしてもできないと

ころがある。やはり，ロイは，歴史の転機となるかもしれないこの大事件の証人になる

ため，神により選ばれ，日本に送られたのではないか。そう思われてならない。 

残念ながら，日程の都合か何かで，震災後すぐにロイは帰国してしまったようだが，

「このインタビューが行われた状況を私は一生忘れることはないだろう」と自ら述べて

いるように，この震災体験がロイにとって衝撃的なものであったことは確かである。 

ロイが，神の選びにより自ら体験することになった，東日本大震災（および福島原発

事故)の歴史的意味を吟味し，われわれの前にそれを示してくれることを期待してい

る。 

谷川昌幸(C) 
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